
レガシーLegacy
という言葉にどんなイメージを持ちますか？

（参考資料①）

いいイメージ？
わるいイメージ？

一応、この後 
原発の話につながります。。

Legacy
（過去からの）伝承

のもの、遺産、遺物
Wisdom英和辞典より

例えばこんな風に使われてます。

「安倍首相の『改
憲』はレガシー作

り」

「オリンピックで開催都市にレガシーを残す」

東京オリンピック組織委員会のホームページには。。。

オリンピック東京2020大会
アクション＆レガシープラン

東京2020大会に 
一人でも多くの方に参画して頂き（アクション）、
そして東京2020大会をきっかけにした 
成果を未来につなげる（レガシー）のため 
の取組が、 
「アクション＆レガシープラン」です。
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最後に一言
IT業界で「レガシーシステム」というと「古いシステム」という悪いイメージだったりするので、「レガシー」が必
ずしも良いイメージっというわけじゃないんですが、なんか引っかかったんです。気にし過ぎかなぁ？ 
オリンピックの例を出しましたが、「原子力レガシー」って言われると、なんだかいいイメージ持ちませんか？ 
改めて調べてみると、昔からこういう言い方してる人はいるみたいです。 
でも、『放射性廃棄物』です。ずっと将来まで残る明らかな負の遺産です。これをあえて「原子力レガシー」って言
い直すのって、私は嫌らしく感じました。 
どんな呼び方するかって本質的な話じゃないですが、 
議論に微妙に影響すると思うんです。 
ホントは言葉に惑わされず、その実体をみることが 
大事なんですけどね。

参考資料 
①東京オリンピック ・パラリンピック組織委員会HP 「アクション＆レガシー」 
　https://tokyo2020.org/jp/games/legacy/ 
②日本原子力研究開発機構HP 「日本原子力研究開発機構の将来ビジョン「JAEA 2050 +」の公表について」 
　https://www.jaea.go.jp/02/press2019/p19103101/ 
③上記ページからDL可能「将来ビジョン「JAEA 2050 +」」

ってことで「レガシー」には結構いいイメージありません？

さて本
題

日本原子力研究開発機構が2019年10月31日に 
将来ビジョン「JAEA 2050+」を公表しました。

わたしたちは、「もんじゅ」や「ふげん」、再処理施設のほか、 
原子力黎明期から稼働し、原子力科学技術の発展を支え、 
使命を終えた放射性物質の取扱施設や、それらの施設から発生した 
さまざまな放射性物質、廃棄物を保有しています。 
これまでの原子力利用に伴って発生し残されている、  
いわば“原子力レガシー”に対して、 
わたしたちが取り組むべきテーマである 
“放射性物質のコントロール”および“デコミッショニング改革”に 
着実に取り組むことは、将来にわたり、 
社会からの信頼を得て原子力利用を持続可能とするためには 
必要不可欠です。 

将来にわたって原子力機構が社会に貢献し続けるために、 
何を目指し、そのために何をすべきかという将来の姿を、 
これから機構が目指す「新原子力」を 
共に創造していこうとする志高き若い世代を念頭に置き、 
今から30年後である2050年を見据え

『

』て取りまとめたもの

（参考資料②）

この中の「持続可能な原子力利用へ」という項目の一部に 
こんな記述が。。。

（参考資料③）p.11
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